
帝塚山学院大学 ウェルビーイング共創ハブ 本学は、文部科学省及び⽇本私立学校振興・共済事業団が

実施する「令和6年度 少子化時代を支える新たな私立⼤学
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－ 組織と地域のためのウェルビーイングデザイン実践ラボ
－

土

第2部 開講！

回 日時（2027年） プログラム テーマ・概要 担当講師

第１回 1月30日(土)
14:00～16:00
※終了後、交流会(1時間程度)

基調講演 幸せが循環する社会づくり
個人・組織・地域へと幸せが循環する社会のあり方を考える。

草郷 孝好
関西大学 社会学部 教授

第２回 2月11日(木・祝)
14:00～16:00

ケーススタディ１ 地域資源 × ウェルビーイング共創
現在進行中のプロジェクトを題材に、地域資源を活かした
共創のプロセスと地域のウェルビーイングについて考える。

大島 裕市
帝塚山学院大学 
リベラルアーツ学部 准教授

第３回 2月15日(月)
18:30～20:30

スキルトレーニング１ チームビルディング
多様なメンバーの力を活かすチームづくりを実践的に学ぶ。

農山 一志
帝塚山学院大学 食環境学部 准教授

第４回 2月28日(日)
14:00～16:00

ケーススタディ２ 社会的処方 × ウェルビーイング共創
現在進行中のプロジェクトや泉ケ丘駅コモンズを題材に、
人や地域とのつながりとウェルビーイングについて考える。

玉越 勢治
帝塚山学院大学 総合心理学部 教授

第５回 3月8日(月)
18:30～20:30

スキルトレーニング２ リーダーシップトレーニング
対話と演習を通して、共創を生み出すリーダーシップを学ぶ。

農山 一志
帝塚山学院大学 食環境学部 准教授

第６回 3月22日(月・祝)
14:00～16:00
※終了後、交流会(1時間程度)

スキルトレーニング３ 組織における心理的安全性
安心して意見を交わし、挑戦できる組織・チームづくりを学ぶ。

玉越 勢治
帝塚山学院大学 総合心理学部 教授
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帝塚山学院大学 履修証明プログラム

ウェルビーイング共創に必要な力を身につけるウェルビーイング共創に必要な力を身につけるウェルビーイング共創に必要な力を身につける

第2部からの
参加も可能です
第1部を受講していない方も
お申込みいただけます。

（モデレーター）他

（モデレーター）他

第２部 プログラム日程 (全6回・15時間)

講師紹介 豊かな知見と実践経験を持つ講師陣が、第二部の学びをリードします。

草郷 孝好
関西大学　社会学部　
教授

開発経済学・国際開発論、
社会発展論を専門に、ウェ
ルビーイングや地域社会の
発展について研究・実践に
取り組む。

農山 一志
帝塚山学院大学
食環境学部　准教授
情報プラットフォーム企業
での経験をもとに、組織支
援や企業研修に携わる。実
務経験とICT、社会マネジ
メント領域の授業を担当。

受講料・出願期間（第２部）

早期出願（早期割引）

2026年 11月1日～11月22日

37,500円 (税込)

通常出願

2026年 11月23日～12月20日

50,000円 (税込)

コミュニティ割引

対象者は期間にかかわらず

25,000円 (税込)
本学教職員・卒業生・在学生保護者・連携協定先・
サポーター企業・2025年度プレ受講生など
※対象の詳細は募集要項をご確認ください

▼お申込みはこちら

二次元コードの出願フォームから
お申込みください。

本プログラムで学ぶ

３つの視点

日日日111月月月

玉越 勢治
帝塚山学院大学
総合心理学部　教授

産官学、特に企業との連携
や共同研究の豊富な経験を
有する。健康経営やオフィ
ス環境改善など、ウェルビ
ーイングの実践活動に取り
組む。

大島 裕市
帝塚山学院大学
リベラルアーツ学部　准教授

地方自治体、広告代理店、
観光連盟での実務経験を有
する。地域振興や産業集
積、伝統工芸のイノベーシ
ョンを研究。

通常出願は
12/20まで
通常出願は
12/20まで

早期出願は
11/22まで
早期出願は
11/22まで


